
石油化学工業協会 

 ２０１８年３月実績概要（メモ）  

（２０１８．４．１９） 
 

定修の本格化に伴いエチレンをはじめとし、誘導品のポリオレフィン、化成品等の生産は前年割れ。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４９４，７００トン  
 前 月  比    ▲ ５．２％（▲２７，３００トン） 
 前年同月比    ▲１２．９％（▲７３，１００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９７．５％→ 当月 ９７．０％ ← 前年同月９６．１％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 ２社２プラント ← 前年同月 なし 
平成２９年度(会計年度) ６，４５９．３千トン 前年度比 ＋２．７％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数の増加や稼働率要因から LD、PP、PS、MMA モノマー、AN、ベンゼン、トルエ

ン、キシレンなどの１１品目がプラス。HD、SM、塩ビニル樹脂、SBR などの６品目は定修規模の

差からマイナスとなった。 
前年比では、主に定修規模差から LD、HD、PP、塩ビモノマー、BR、キシレンなどの１０品目がマ

イナス。PS、SM、SBR、ベンゼンなどの７品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、LD、PP、PS は日数増と稼働率要因等からプラスとなった。HD は日数の増加に対し
て定修系列数の増加と稼働率要因からマイナスとなった。 
前年比では、LD、HD、PP は定修系列数の増加や稼働率要因等からマイナス。PS は定修系列数の
減少等からプラスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、営業日数の増加から４樹脂ともにほとんどの出荷分野おいて数量の増加が見られプラ
スとなった。 
前年比では、引き続き在庫確保へのバイアスがかかっている状況にあること、また、前年の出荷が近
年の３月としては高めの水準にあったことから LD、HD、PP の３樹脂ではマイナス。PS のみがプ
ラスとなった。 

ハ）輸    出 
輸出は引き続き低位な状況であることに変わりなく、当月は営業日数の関係から前月対比で４樹脂
ともにプラスとなった。 
前年比では４樹脂揃ってマイナスとなり、特に LD、HD では大幅なマイナスとなっている。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、HD、PS で減少し、PP は増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、PP
は前月並み、HD は上昇、PS はやや低下した。在庫水準としては、前月と同様に LD、HD、PP で
は３カ月超えの水準にあり、数値上では高めとなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ １０．７  ％ －  
 定修要因等 ▲ １５．４ ％  ▲ １３．８ ％  
 能力増減 － －  

 稼働率変動 ▲  ０．５ ％ ＋  ０．９ ％  

 生産増減率 ▲  ５．２  ％ ▲ １２．９ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
２月末 ３月末 

L D ▲ ５，７００ ３．６ ３．６ 

H D ▲ ８，３００ ３．３ ３．５ 

P P ＋ ４，９００ ３．０ ３．０ 

P S  ▲ ４，２００ １．４ １．３ 


